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私たちは 2012 年 9月26日に静岡県浜松市にあ
る南米系外国人学校ムンド・デ・アレグリア校（以
下ムンド校）を訪問致しました。ムンド校は2003年、
ペル 人ー学校として開校し、2005 年からは南米系
外国人学校として運営しています。現在はブラジル・
ペルー・パラグアイ・ボリビアなど様々な国の子ど
も達が在籍しており、4 歳から18 歳までの約 220
名の子どもたちが通っています。今回ムンド校を訪
問させていただき、学校見学や校長先生からの貴
重なお話をお聞きすることができ、非常に充実した
時間を過ごすことができました。
ムンド校の校長先生は元々自動車メーカー・スズ
キの外国人労働者の通訳として働いており、外国
人労働者たちが自分の子どもの教育に不安を抱え
ている現状を目の当たりにしていました。結婚退職
後、通訳のボランティアとして活動し、ペルー領事
館主催の教育フォーラムに参加した際に、ペル 人ー
の知人に「ペルー人のための母国語で学べる学校
をつくってほしい」と依頼され、ムンド校の設立に
いたりました。校長先生は開校する際、各種学校
認可を目標として準備を始めたそうです。そのため、
開校から1年後の 2004 年には各種学校の認可を
受けることができました。当時、日本において朝鮮
学校や中華学校で各種学校に認可されている学校
はいくつかありましたが、南米系外国人学校で各
種学校として認可されたのは、ムンド校が全国で
初めてとなりました。しかし、その後も経済的に厳
しい状況が続き校長先生は何度も閉校を決意した
そうです。そんな時、校長先生の熱心な働きかけ
もあり、地元企業を中心に 51社から約 2 千万円の
寄付金を受けました。これをきっかけに月謝を下げ
るなど、親や子ども達にとって、さらに通いやすい
環境になるよう工夫を重ねたそうです。2005 年に
は準学校法人格を取得し、現在は県と市から支援
を受けているそうです。
子ども達は休み時間は元気良く走り回って遊んで
いましたが、授業が始まるとみんな真剣な顔で、一
生懸命勉強していました。様 な々国籍で年齢も異な
る子ども達ですが、みんな仲が良く、楽しそうに遊
び、楽しそうに勉強している様子が印象的でした。
ムンド校の入口に「教育に国境はありません。すべ
ての子どもたちに学ぶ歓びを」というスローガンが
大きく掲示されていました。まさにその通りだと思
います。このような子ども達の学習の場が得られて
いるのも、子ども達のために県や市に何度もかけあ
い、企業などに何度も足を運んだ校長先生の熱い
思いがあったからだと思います。また、県や市から
のサポ トーは外国人学校を運営していく上で、必要
不可欠であり、さらに企業からの支援も非常に大き
な役割を担っていると思います。行政や企業との連
携を強化し、1人でも多くの子ども達が「学ぶ歓び」
を知ることのできる環境作りが必要だと、今回の訪
問を通して改めて強く感じました。
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